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１．はじめに  

 今後、廃コンクリートの排出量は増加する傾向が

予想される。そこで，構造物の解体時に発生する廃

コンクリート塊から高品質な再生骨材を回収する高

度骨材再生技術が開発され，また，製造したコンク

リート用再生骨材について「コンクリート用再生骨

材 H」が 2005年に規定された 1)。本研究においてパ

ルスパワー放電技術を用いてコンクリート塊を破砕

し良質な再生粗骨材を分離・回収できることが分か

っている 2)。しかし，これまでの研究においては，

熊本県山鹿ハンレイ岩を使用したコンクリート供試

体を用いて研究を行ってきたが，実際のコンクリー

ト構造物には多種多様の骨材が使用されている。そ

こで，石灰岩，硬質砂岩，安山岩を使用したコンク

リート供試体へパルスパワー放電を繰り返し行うこ

とによって回収された再生粗骨材の品質評価を行っ

た。 

２．コンクリート破砕実験 

 本実験ではマルクスバンク方式と呼ばれるパルス

パワー発生装置を使用した 2)。図－1に骨材を分離・

回収の仕組みを示す。この原理によるコンクリート

からの骨材の分離・回収方法を「コンクリート内パ

ルスパワー放電法」と称する。尚，今回の放電は

400kVの高電圧により発生させたものである。尚，1

回あたりのエネルギーは 1.6kJに相当する。 

 

 

３．使用した骨材の物理的性質  

 本研究でコンクリート供試体に使用した粗骨材は

栃木県佐野産の石灰岩、山梨県大月産の安山岩およ

び東京都青梅産の硬質砂岩の 3 種類である。それぞ

れの物性値を表－1に示す。 

４．印加回数による品質評価試験 

４．1 密度・吸水率試験 

 本研究では総印加エネルギーを 1250kJ までとし，

印加エネルギーが 250kJ，500kJ，750kJ，1000kJ，

1250kJ の時に回収された再生粗骨材に密度試験，吸

水率試験を行った。それぞれの試験結果を図－2およ

び図－3に示す。 
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表－1 原粗骨材の物理的性質 

 岩石の種類 石灰岩 硬質砂岩 安山岩 

絶乾密度(g/cm3)  2.67  2.64  2.55 
吸水率(%)  0.97  0.78  2.46 
粗粒率  6.66  6.59  6.68 

 

図－1 再生骨材回収の仕組み 
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図－2 密度試験結果 
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図－3 吸水率試験結果 
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 全ての再生粗骨材において，消費エネルギーの増

加に従って品質が向上した。これは消費エネルギー

の増加に従いモルタル分が剥離するためである。そ

して，密度および吸水率試験結果から見た場合消費

エネルギー750kJ で再生骨材 H の規格を全ての骨材

種において満たした。既往の研究においてハンレイ

岩を用いたコンクリートから再生粗骨材を回収した

場合，消費エネルギー256kJ で再生骨材 H の規格を

満たした 2)。本研究で用いたコンクリートがハンレ

イ岩を用いたコンクリートに比べ消費エネルギーが

多くなった要因としては原粗骨材の密度がハンレイ

岩より低いため，付着モルタル分を可能な限り剥離

する必要があったためと考えられる。よって，原粗

骨材の密度が低い場合，再生骨材 Hの品質規格を満

たすための消費エネルギーは多くなると考えられる。 

４．２ ふるいわけ試験  

 密度および吸水率試験同様，消費エネルギーが

250kJ，500kJ，750kJ，1000kJ，1250kJ の時に回収さ

れた再生粗骨材にふるいわけ試験を行った。図－4

に各再生粗骨材の粗粒率を示す。 

図－4より全ての再生粗骨材において，消費エネル

ギーの増加に従って粗粒率が低下している。これは

付着モルタルの剥離が進行したためである。そして，

各再生粗骨材において安山岩が最も早く細粒化が進

んだ。一方，石灰岩が最も細粒化の速度が遅かった。

ここで，表－1に示した各原粗骨材の密度を見ると安

山岩が最も高く，石灰岩が最も低いことが分かる。

よってコンクリートの破壊の進行速度は原粗骨材の

密度に依存していると言える。 

硬質砂岩および安山岩は消費エネルギー500kJ の

時に，石灰岩は消費エネルギー750kJ の時に原粗骨材

よりも細粒化が確認された。つまり，原粗骨材自体

が破壊されたことを示している。よって「コンクリ

ート内パルスパワー放電法」を用いた骨材再生技術

において必要以上の放電を行うと原粗骨材自体が破

壊されてしまう。 

５．粗粒率を用いた品質管理手法 

 「コンクリート内パルスパワー放電法」を用いた

骨材再生技術では優先的にモルタルの破壊が起こり，

その後原粗骨材の破壊へ発展する。つまり，この破

壊現象の変化が起こる印加回数が再生粗骨材の品質

を確保するうえで最適な条件と考えた。そして，既

往の研究において消費エネルギーの増加に伴う粗粒

率と吸水率の変化による品質管理を試みた 2)。例と

して図－5に安山岩の粗粒率を示す。 

図－5において消費エネルギー250kJから500kJま

でと750kJから1250kJまでの粗粒率の傾きが異なっ

ている。前者では主に付着モルタルの剥離が起こり、

後者では骨材自体の破壊が起きていると考えられる。

よって破壊現象の変化が起こる消費エネルギーは二

本の直線の交点と考えられる。本実験において交点

は 500kJから 750kJの間にある。そして，図－2およ

び図－3に示した密度，吸水率試験結果においても消

費エネルギー750kJ で再生骨材 H の規格を満たして

いたため，粗粒率の変化による品質管理は骨材種が

異なるコンクリートに対しても適用可能と言える。 

６．まとめ  

 異なる骨材種を用いたコンクリートからも「コン

クリート用再生骨材 H」の品質規格を満たす再生粗骨

材は回収可能である。そして，使用した原粗骨材の

密度が高い方がコンクリートの破壊の進行は早くな

る。 
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図－4 粗粒率 
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図－5 安山岩の粗粒率 
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